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　ナチュラルキラー（NK）細胞は生体における最初の
防衛網のひとつであり，自然免疫の中心的な役割を果た
している。この活性は一過性の運動によって影響を受
け，運動中に増加し，運動終了後には急激に低下する。
運動が激しい場合には運動後の低下が長時間継続し，場
合によっては7日後まで低下したという報告がある。こ
の免疫抑制の状態をオープソウイソドウと称し，このと
きに上気道感染が生じる可能性があると考えられてい
る。実際，競技スポーッの世界では強度の高いトレーニ
ソグの継続によりオーバートレーニングになる場合があ
り，このときには，かぜをひくなどで体調を崩してしま
うことがある。これは競技者及びコーチのジレソマとな
っている。これに対し，運動の習慣化によって安静時の
NK細胞活性が増加するという報告もある。しかしなが
ら，これまで運動習慣やトレーニソグなどの慢性運動が
免疫機能に及ぼす影響を検討した研究は急性運動の場合
に比べると数は少ない。本研究ではトレーニングがNK
細胞機能に及ぼす影響を最近の論文の精読によりレビ
ューした。
　研究方法としては運動習慣がある者とない者を比較す
る横断的な研究とトレーニング前後の変化を比較する縦
断的な研究の二つの概究方法に基づいて分類し，結果を
比較検討した。文献は主にMedlineにより検索し，本
学図書館蔵書より複写した。また，本学にない文献につ
いては外部依頼した。精読後のデータはパーソナルコン
ピューターを用いてデータベースを構築している。2001
年度はさらにデータを蓄積し，レビューをまとめていく
方針である。
　これまでのデータベースより，一部を報告すると以下
のようになる。
　トレーニソグ前後の比較では，12週間の中強度トレー
ニソグで安静時のNK細胞濃度が増加し，一過性の運
動による動員も大きくなった。また，中度肥満の女性が
15週間のウォーキングプログラムを行ったところ，安静
時のNK細胞活性が増加した。高齢女性を対象とした
16週間のトレッドミルトレーニングによっても同様な結
果が得られている。これに対し，高齢女性にウォーキン
グを行わせた場合，NK細胞活性をはじめ他の免疫指標
に変化はなかったという否定的な報告もある。これらを
まとめてみると，中強度のトレーニソグでは安静時の
NK細胞活性は増加し，高強度のトレーニソグでは逆に
NK細胞数の低下が見られることが多いようである。マ
ウスを用いた実験でも自発的運動は脾臓NK細胞の機
能を高めるとするものが多いことが分かっている。一
方，運動習慣による比較では安静時のNK細胞の濃度
はトレーニング群で高く，活性も高いとする報告が多い。
